
QRコードからも
お申込みできます！

V e l o - c i t y 開 催 を
地 域 や 都 市 の ア ッ プ デ ー ト に つ な げ る た め に

日 時

会 場

形 式

衆議院第一議員会館 1階多目的ホール（東京都千代田区永田町）

・2027 年のVelo-city 愛媛開催（2027.5.25～28）に向けては、主催者となる愛媛県だけでなく、
周辺自治体や関連する自転車業界、交通・まちづくり・エネルギｰ―関連団体など、当日の参加
や出展、協賛に関わる多様な団体・組織の理解が重要であり、この関わりの広がりが会議終了
後の我が国の交通まちづくり施策の発展に大きく寄与するものと考えられます。

・一方、我が国におけるVelo-city に対する理解に関しては、その会議の内容や目的、参加者層
を正しく理解されていない状況です。

・そのため、本セミナーでは、Velo-city に対する理解を深めると同時に、愛媛開催に向けて地
域や国全体への周知、支援の輪を広げることを目的とします。

内 容

参 加

無 料
※懇親会は別途

主 催 Velo-city2027愛媛キックオフセミナー開催事務局

共 催 NPO法人 自転車活用推進研究会

お申込み https://forms.gle/Tdp5iRWXmrW6VD9j7 （2/16〆切）※延長しました

お問合せ velocity.ehime.jcc＠gmail.com（主催事務局宛）

１ 開会挨拶

２ 趣旨説明

３ 講演①「自転車とまちづくり」

４ パネルディスカッション「良いモビリティ活用が、良い社会を作る」

５ 講演② 「Velo-city の概要と世界的意義」

６ トークセッション 「Velo-city2027 愛媛開催の意義」

７ Velo-city 参加報告セッション

８ 講演③ 「国際会議としての成功を目指して」

９ 閉会挨拶

懇親会（要事前申込み）

※本セミナー終了後、衆議院第一議員会館食堂にて懇親会を開催します。

※会費 3500円（事前支払）

※詳細確定後にメールにてご案内致します。

詳細は裏面

２０２６年２月２０日（金）１４時～１８時（開場１３時３０分）

ハイブリッド形式（対面＋オンライン）

http://#


プログラム

１ 開会挨拶

２ 趣旨説明

  宇都宮共和大学 特任教授       古池 弘隆氏

３ 講演①「自転車とまちづくり」
  宇都宮市 副市長        田中 成興氏

４ パネルディスカッション「良いモビリティ活用が、良い社会を作る」
   進行役 東京大学 公共政策大学院 特任准教授（交通・観光政策研究ユニット）

           三重野 真代氏

パネラー 自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会
       会長（さいたま市長） 清水 勇人氏

  ブリヂストンサイクル株式会社 ブランド推進担当 本部長 髙井 幸次郎氏

  日本シェアサイクル政策研究会
  会長（株式会社ドコモ・バイクシェア 代表取締役社長） 清水 貴司氏

  作家、女優、四国一周サイクリングPR大使    一青 妙氏

  自転車活用推進本部事務局次長（国土交通省道路局参事官） 土田 宏道氏

―休憩（15分）―

５ 講演② 「Velo-city の概要と世界的意義」
  東海大学准教授        鈴木 美緒氏

６ トークセッション 「Velo-city2027 愛媛開催の意義」
  大阪公立大学 准教授       吉田 長裕氏

  自転車活用推進本部事務局次長（国土交通省道路局参事官） 土田 宏道氏

  Velo-City2027Ehime実行委員会 参与    河上 芳一氏

７ Velo-city 参加報告セッション
進行役 パシフィックコンサルタンツ株式会社    栗栖 嵩氏

    パネラー 参議院議員       宮本 和宏氏

  ドクターペダル 共同創業者     松澤 翔太氏
  
  一般社団法人自転車物流イノベーション協議会 理事
  （株式会社藤田住環境計画 自転車空間研究所 取締役計画室長） 藤田 有佑氏

  株式会社ドーコン       小美野 智紀氏

８ 講演③ 「国際会議としての成功を目指して」
  JNTO MICEプロモーション部 誘致推進グループ 次長  久保 喜和氏

９ 総括
  東京科学大学 名誉教授      屋井 鉄雄氏

2月9日時点であり、今後変更となることがあります。
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